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市民・都市常任委員会視察調査報告

上下水道インフラの老朽化対策と農業振興を学ぶ
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さらなる議会活動の活性化

　
本
来
は
議
会
の
議
決
後

に
工
事
が
着
手
さ
れ
る
は
ず

だ
が
、
議
決
前
に
工
事
が
着

手
さ
れ
た
経
緯
は
。

　
国
土
交
通
省
の
設
計
変

更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て

工
事
主
管
課
で
は
変
更
契
約

の
手
続
を
行
っ
て
き
た
。
変

更
契
約
の
議
決
が
必
要
な
工

事
で
あ
っ
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
運
用
が
適
用
さ
れ
る
と

し
た
解
釈
の
誤
り
が
議
決
前

着
手
の
一
因
と
な
っ
た
。

　
福
岡
中
学
校
以
外
で
の

議
決
前
工
事
は
。

　
調
査
し
た
と
こ
ろ
15
件

あ
っ
た
。

　
市
民
へ
周
知
は
。

　
不
適
切
な
事
務
執
行
に

つ
い
て
、
市
長
の
謝
罪
を
含

め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

た
。大

井
・
苗
間
第
二
地
区

の
将
来

　
現
在
の
苗
間
地
区
の
道

路
は
、
狭
あ
い
で
曲
が
り
く

ね
り
大
変
危
険
で
通
り
に
く

い
が
区
画
道
路
を
設
置
し
な

く
て
よ
い
の
か
。

　
権
利
者
と
調
整
を
進
め

て
き
た
が
、
一
部
の
権
利
者

の
承
諾
に
と
ど
ま
り
、
他
の

権
利
者
か
ら
の
承
諾
を
得
ら

れ
ず
、
地
区
施
設
道
路
を
位

置
付
け
る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
た
。

　
大
井
・
苗
間
第
二
地
区

は
、
都
市
計
画
道
路
を
廃
止

し
て
区
画
道
路
も
設
け
な
い

で
開
発
が
進
み
、
大
丈
夫
な

の
か
。
元
県
都
市
整
備
部
長

で
あ
る
副
市
長
の
見
解
は
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
地
域

の
特
性
を
み
な
が
ら
、
地
元

の
意
見
を
踏
ま
え
考
え
て
い

く
。

　
広
く
市
民
に
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
涵か

ん
養よ

う
し
て
い

く
う
え
で
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の

推
奨
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ト
ル

の
開
発
を
し
て
は
。

　
環
境
基
本
計
画
及
び
一

般
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

の
中
で
、
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園	

制
度
を
よ
り
良
く

　
保
護
者
の
喜
び
の
声
が

あ
る
一
方
、
現
場
を
担
う
保

育
士
か
ら
は
負
担
が
増
え
た
、

リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
認
識
は
。

　
対
応
の
困
難
さ
や
面
談

な
ど
の
調
整
の
難
し
さ
が
あ

る
。
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
、
今
後
の
改
善
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

老
障
介
護
の
対
応
に	

早
期
対
応
を

　
新
高
額
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
給
付
費
の
対
象
者
に
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
か
け
て
い

く
べ
き
で
は
。

　
手
続
が
困
難
に
な
る
前

の
段
階
か
ら
、
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

生
き
生
き
と	

働
け
る
環
境
を

　
教
職
員
の
負
担
軽
減
や

教
職
員
を
守
る
た
め
に
、
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
を

し
て
は
。

　
現
場
に
お
け
る
相
談
内

容
や
件
数
の
動
向
、
費
用
対

効
果
な
ど
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
慎
重
に
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
。

　議会運営委員会では、7月15日及び16日の日程で石川県加賀市と能美市を訪れ、
議会活動の活性化についての視察研修を行いました。

　市民・都市常任委員会では、7月22日及び23日の日程で福島県会津若松市と会津美里町
を訪れ、上下水道インフラの老朽化対策と農業振興について視察研修を行いました。

加賀市での視察の様子

会津若松市での視察の様子

配信のほか、意見交換会の様子を要約し配信してい
るということだった。さらに地元紙やケーブルテレ
ビとも連携し、市民に向けて積極的に議会情報のア
プローチを行っていた。
　両市議会において議会広報紙が市民の声を反映し、
カラー化や写真、市民記事を充実させた魅力的なも
のとなっていた。
　本市議会も市民参加、情報公開、運営効率化、議
会だよりの充実に努めていきたい。

では、営農経費約28％の軽減、作物生産
額約24％の向上を目指していた。また、
担い手不足や農家の高齢化などに対応する
ため、新規就農者への補助や地域おこし協
力隊の受入れ、スマート農業を推進してい
た。地域計画はワークショップ形式で策定
し、集落ごとの現状や課題を共有していた。
　今回の視察で学んだことを、本市ででき
ることから生かしていきたい。

　加賀市議会では、住民参画を促すため、対象別議会やオンライン意見交換会、議会だより市民
モニター制度、市民アンケート、出前講座を実施していた。また独自の取り組みとして計画・手
順や経過・実行・検証・改善を組み合わせたPPDCAサイクルを導入し、議会改革や議会活動の
検証・改善を行っていた。
　能美市議会では、議員間討議を議会基本条例に明記して行っていた。また電子採決やオンライ
ン委員会の開催など議会DXを推進し、動画配信についても積極的に取り組み、本会議のライブ

　会津若松市では、人口減少に伴う水道使用量や料金収入の減少、施設の老朽化、技術者不足な
どヒト・モノ・カネの課題について説明を受けた。対策として、AIを用いた管路劣化度診断や
IoTを活用した監視型漏水調査、高校生への出前講座、広域連携などに取り組み、効率的な施設
更新や有収率の改善を進めていた。
　会津美里町では、水稲と高収益な園芸作物を組み合わせた複合経営が行われていた。圃

ほ

場
じょう

整備

山
田　
敏
夫 

議
員

旧
江
戸
屋
の

利
活
用
計
画

　
文
化
財
と
し
て
の
旧
江

戸
屋
の
利
活
用
計
画
は
。

　
旧
江
戸
屋
の
建
物
は
、

明
治
初
期
の
建
築
と
伝
え
ら

れ
、
明
治
26
年
に
作
ら
れ
た

旧
江
戸
屋
の
家
相
図
に
も
描

か
れ
る
主
屋
と
穀
蔵
の
２
棟

と
、
個
人
所
有
と
な
っ
て
い

る
文
庫
蔵
１
棟
の
３
棟
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
県
内
で
も
貴
重
な
明
治
時

代
の
景
観
を
残
す
歴
史
遺
産

の
文
化
財
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
、
文
化
財
の

指
定
と
併
せ
て
福
岡
河
岸
一

帯
で
の
保
存
整
備
、
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

新
河
岸
川
沿
い
の	

斜
面
林
の
管
理

　
貴
重
な
緑
の
斜
面
林
が

雑
木
な
ど
で
密
集
し
、
荒
れ

た
状
態
で
不
法
投
棄
の
場
と

も
な
っ
て
い
る
。
適
切
な
管

理
を
し
て
は
。

　
定
期
的
な
樹
木
剪
定
や

管
理
上
支
障
と
な
る
枯
れ
枝

や
雑
木
の
処
理
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
緑
地
公
園
全
体
の

整
備
計
画
を
策
定
し
、
専
門

家
の
知
識
や
意
見
を
取
り
入

れ
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

旧江戸屋

議決前工事の普通教室
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